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＜患者様連絡事項＞

· 清川　厚子様～入院時の処方は明日朝までです。今後の薬は明日の処方となります。

　　　　　　　　本日夕方より不穏状態見られ、17：15より終日隔離開始となっています。

　　　　　　　　入院前、加賀歯科へ通院しており明日予定となっていましたが、現在の状態では外出は無理な為、キャンセルとなります。

· 鳴瀬　裕之様～シンラック液１本処方となっています。
· 小林　満様～本日よりタバコ自己管理(15本/日)となっています。
· 杉澤　恵子様～本日より減薬となります。昨日より血圧測定1時間毎でしたが、本日
より3検となります。
· 七戸　キミ様～食事が摂れていないことから、本日管理栄養士に来棟していただいて　　　

います。本人、以前同様「魚が嫌い」と話しており、主治医へ報告し、“魚禁”となっています。病棟再度では適宜間食を勧めていき、本人の嗜好について観察をしていくようにとのことです。

買物カードが無く売店購入できない為、本日御家族へ差し入れを持ってきて頂きたいことを連絡しています。

· 佐々木　要四郎様～本日18：30自宅退院となります。退院後の初外来を4/7（月）と

予定していることを御家族へ伝え、希望時間を確認して下さい。都合が悪いのであれば御家族の来院可能な日時を確認し、主治医・外来へ連絡して下さい。

· 米田　キノエ様～状態が良くなっていることから現在おやつが自己管理となっていま

す。本日臥床しながら食べており、注意したところ「何が悪いの？」と返していたそうです。臥床しながら食べないよう本人へ伝えていきましょう。

· 小笠原　久年様～御家族より、本人からの電話に困っているとの話があったそうです。

面会に来られた際、電話制限をしたほうが良いか確認して下さい。

· 藤井　孝蔵様～１ヶ月の小遣いが1万円なのですが、先月・今月とも月末前には残金　　　

が無い状態です。御家族からは必要最低限の物以外は購入させないで欲しいと要望がありました。現在の対応は、

・タバコ・・・10本/日

・コーラ・・・2本/日（10：00・15：00）

　　　　　　　　となっていますが、上記のみで1ヶ月1万円を超えています。現在の状態ではコーラへの固執は無く、水での対応にも拒否は無いことを踏まえ、1万円以内で抑える為に、

　　　　　　　　　　　・タバコ・・・10本/日

　　　　　　　　　　　・おやつ・・・150円以内/日（15：00）

飲み物・菓子等内容は売店で本人に決めて頂く

　　　　　　　　上記へと変更し、４月より対応していくこととします。

＜要注目患者様ケース検討＞

· 小泉　康政様～明日日赤病院皮膚科受診となっています。

家族洗濯の方でしたが、「皆洗濯を出しているのに自分だけ（家族洗濯の為）出さないのは差別だ」と本人より話があり、御家族へ電話連絡し業者洗濯へと変更することとなりました。御家族来院した際、忘れずに業者洗濯申し込みの手続きを行って下さい。用紙の日付記入欄へは入院した日付を記入して下さい。

· 杉澤　恵子様～転倒対策として昨日より自室ベッド脇にポータブルトイレを置いてい　　　　

ます。本日は昨日よりも動きが出てきており、歩行時のフラツキ著明でスタッフが常に付き添い歩いている状態です。夜勤帯のスタッフ人数を考えても常に付き添う事は難しくなることから、転倒へ対しての対策としてヘッドギアの装着について意見が出たことを主治医報告、確認した所本人へ直接話し、「かぶる」というのであれば話を進めて下さいとのことです。

本日より徘徊、迷惑行為頻回な為、夜間隔離(20：30～7：00)となりました。

御家族へは今回の転倒、夜間時間隔離となったことを連絡しています。

· 小林　満様～アルコールプログラム開始となっています。プログラムへの姿勢は真面

目で、正直な印象を受けたとのこと。入院前の自分について、

「高校にサッカー推薦で入学したのに怪我でサッカーを辞めた」

「両親が父親の酒が原因で家庭崩壊した」

「父親の母親への暴力があった」

「酒を飲まないと手が震えて仕事が出来ない」

と話していたそうです。

· 佐々木　正訓様～現在作業でクラフトを行っており、本人病棟でも取り組みたいと話

してきています。作業時はさみやカッターを使用することや、作業側でも平日、土日のメリハリをつけてもらいたいと考えていることもあり、検討すると本人へ返しています。

　　　　　　　　　診断書（仕事先へ提出）作成しています。近々上司が取りに来院するとのことです。

　　　　　　　　　仕事のことが気になり、本人希望が持てないと訴えています。仕事に関しては青明舎の協力を得て進めていく方向ですが、本人は煮え切らない様子伺えます。最近は買物で外出する等、少しずつ進んでおり、今後単独外出を進めていく予定です。













